
 理事会報告書                                       

１．概要 

 令和 4 年度 拡大理事会  

日 時 令和 4 年 8 月 12 日  18:30～20:55 

場 所 リモート 

出席者 

理事大山盛樹、井手伸二、山下潤一郎、小泉徹児、小無田彰仁、重松康志、永木照彦、 

浦川純二、志岐浩二、小柳 傑、大石勝規、笹原順哉、飯野朋彦、池田章子、森健次郎 

監事平野英三、柿田謙三、大木田治夫 

書記大月雅之、狩浦圭介 

その他坂井孝行（総務部部長）、長谷川隆史（庶務部部長）、増村広志（財務部部長）、高橋 剛 
（財務部副部長）、砂川伸也（広報部部長）、野上和歌（事務員）、脇屋光宏（学術研修部部 
長）、林勇一郎（学術研修部副部長）、小川健治（企画運営班班長）、宮﨑健史（学術研修会 
担当）、河野志大（学術資料班班長）、宮内利喜（学会支援班班長）、山内 満（生涯学習部 
部長）、林田真一郎（生涯学習部副部長）、前田和崇（新人教育班班長）、田中貴子（専門領 
域班班長）、近藤康隆（臨床教育部部長）、佐々木遼（臨床教育部副部長）、中島龍星（社会 
事業部部長）、山口晃樹（社会事業部副部長）、岩佐恭平（身分保険班班長）、菊池結貴（医 
療保険担当）、田原靖子（介護保険担当）、本田憲一（地域包括ケア部部長）、川村征大（啓 
発事業班班長）、植田浩章（推進リーダー班班長）、持永至人（スポーツ推進部部長）、濱田 
孝喜（スポーツ推進部副部長）、吉田大祐（スポーツ推進班班長）、清水章宏（保健福祉部 
部長）、兼俵敬太（保健福祉部副部長）、田邊花倫（糖尿病対策事業班班長）、矢野雄大（循 
環器対策事業班班長）、前田 隼（小児リハ対策事業班班長）、當麻俊久（長崎地区部長）、 
高倉潤一（長崎地区副部長）、吉田 敬（長崎地区副部長）、尾﨑武正（西彼・西海地区部 
長）、島崎功一（佐世保・県北地区部長）、村山謙治（佐世保・県北地区副部長）、田代伸吾 
（佐世保・県北地区副部長）、秀嶋敏和（諫早地区部長）、樋口健吾（諫早地区副部長）、山 
下 均（大村・東彼地区部長）、金子創一（大村・東彼地区副部長）、小嶋晃生（島原・雲 
仙地区部長）、井澤康之（島原・雲仙地区副部長）、石本 誠（壱岐地区部長）、吉見 晃 
（対馬地区部長）、本村一道（上五島地区部長）、冨山慎士（上五島地区生涯学習係）、相良 
幹仁（下五島地区部長代理）、古田弘二（倫理委員会委員長）、小川弘孝（倫理委員会副委 
員長）、岡 一（規約審議委員会委員長）、本田有一（表彰委員会委員長）、石丸将久（選挙 
管理委員会委員長） 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）NPTA 組織規程改廃について 
   組織図の見直しに伴い組織規程の変更あり。また、組織規程第 9 条に骨折予防対策事業委員会と学術

大会評議委員会の 2 つを追加。記載順は検討し修正予定。附則 2 を 1 に修正。8 月 12 日付で規程の改
廃となる。審議の結果、提案通り可決された。 

２）NPTA 分掌規程改廃について 
   分掌規程は組織規程に基づいて確認。骨折予防、学術大会、創立 50 周年記念誌の委員会を追加し部局

の変更に対応。中身も文言の変更あり。地域局第 12 条、島原を島原・雲仙に修正。第 11 条、介護保
険サービスの向上ならびに訪問リハマップの担当を社会事業部に修正。審議の結果、提案通り可決さ
れた。 

３）生涯学習システムに関する手引きの作成・発刊について 
   生涯学習部で県士会独自の生涯学習制度の手引き作成を検討。後期研修の領域別研修は 1 症例発表す

ると 3 症例分の履修と同じポイントになることや JPTA アプリなどについて周知を図る。現在 60 ペー
ジ程度。まずは作成について審議。今後は製本や県内施設への郵送も検討。審議の結果、提案通り可
決された。 

４）推進リーダー制度の「士会指定事業（2022 年度）」について 
   組織運営検討委員会で推進リーダーの士会指定事業を整理した。地域ケア会議該当として、5 団体災害

リハ研修会、地域ケア研修会、スポーツ支援事業関係など。介護予防は介護保険研修会やハラスメン
ト研修会、障害者スポーツ、ねんりんピック、健康福祉祭りなど。他団体は主に長崎県リハビリテー
ション支援センター、長崎口のリハ、国保関係としている。 

（２）報告事項 
 １）令和 4 年度 第 1 回佐世保・県北地区研修会について 

7 月 23 日に第 1 回佐世保・県北地区研修会として事例検討会と後期研修の神経系を士会オリジナルで
開催。それぞれ満足度も高かった。ハイブリッド、学術との合同研修、実技もあり予算をオーバーし
たが今後につながる研修会だった。 

２）第 32 回長崎県理学療法学術大会の事前参加登録の進捗報告と動員のお願いについて 
  9 月 10、11 日開催の予定で演題数 39。現在参加状況が対面で 106 名、オンラインで 227 名。長崎か

らは 214 名、学会全体で 333 名。長崎から 400 名目指す。周知をお願いしたい。 



３）第 33 回長崎県理学療法学術大会進捗報告について 
   来年度の学術大会について、開催日は令和 5 年の 9 月 2、3 日、アルカス佐世保にて対面もしくはハイ

ブリッドで開催予定。テーマは「Diversity、社会変化の中での理学療法」という案。県民公開講座、
特別講演、教育セミナー、シンポジウム、口述演題など予定。大会長は古田先生。 

４）理学療法の日キャンペーン事業報告について 
7 月 17 日、理学療法の日に長崎県営野球場とスポーツパーク諫早に分かれて開催。エコバッグとリー
フレットを配布。参加スタッフは少ない状況。 

 ５）令和 4 年度長崎県中学校総合体育大会（ハンドボール）について 
   ハンドボールは 7 月 23、24 日に佐世保で開催、対応件数は 6 件。 
６）令和 4 年度長崎県中学校総合体育大会（軟式野球）について 

   軟式野球は 7 月 23 から 25 日まで 3 日間、4 会場に対して 16 名のスタッフで対応。3 日間で対応は 53
件。 

 ７）令和 4 年度長崎県中学校総合体育大会（サッカー）について 
   サッカーは 7 月 23、25 日に対応。対応は 1 件。ハンドボール、軟式野球、サッカーの 3 競技を通し

て、理学療法士の必要性を運営側も望まれ、養護教員との連携によりよい処置が可能な状況マンパワ
ー不足により全会場での対応が困難となっていることが課題。 

 ８）第 14 回 JIMTEF 災害医療研修ベーシックコースについて 
JIMTEF ベーシックコースに参加。合計 670 分の web での研修で内容は 17 項目。長崎でも災害が起
こり得る状況で、災害リハ委員も意識やスキルの向上、役割を自覚して人材を育てる必要を再認識。 

 ９）推進リーダー制度の県士会ホームページの改定作業について 
   推進リーダーのホームページへの掲載について、士会定事業を整理し更新案を提出。Q＆A に飛び、今

までの質問を整理して応える形。今年度から問い合わせのアドレスは職能局で作り、対応する。 
 １０）参議院選挙 結果報告について 
    一生懸命応援したが、残念ながら御覧の通りの結果。連盟事務局を協会事務局内に異動し、正式名

称は｢自由民主党長崎県理学療法士連盟支部｣。今後は協会と連盟の事務局が同じ住所地となる。自
由民主党長崎県理学療法士連盟支部ということで役員は自民党党員となり年間 4,000円の党費納入が
必要。 

（３）その他報告事項 
 １）事務局からのお知らせについて 

総務部より、令和 4年度のリモート会議費精算手順について、前年度 2,000円が今年度から 1,000円に
なる。ホームページから書類が確認可能。Zoom 会議・研修スケジュールのバナーから Zoom 会議の研
修スケジュールと会議費精算表がダウンロードできる。 
財務部より内容と変更点の説明。財務処理規程に関して、各事業後の決算書類は事業終了後、2 週間以
内の事務局への提出をお願い。講師手当など源泉税の支払い対象となり、支払った翌月の 10 日までの
申告が必要。すみやかに PDF データで財務部にメールをいただきたい。事業終了次第、その都度お願
いしたい。源泉処理は毎年 12 月締めで行い、1 月中に各先生への支払調書の発行が必要となる。これ
を元に確定申告を行うので、確実に 12 月中の提出を。会計内規について 2 点変更。リモート会議費が
2,000 円から 1,000 円に変更。参加ログの添付を忘れないようお願い。新人教育プログラムの講師費用
が 1 コマ 60 分で 5,000 円から 90 分 7,500 円へ変更。各地区担当の先生は支出伺い書類の提出をお願
いしたい。支出承諾書の振込先について、十八親和銀行が合併により支店名の変更がある。ご確認
を。振込先を十八親和銀行に統一していただきたい。勘定項目、諸謝金を講師謝金に変更。昨年度か
ら源泉税の対象が講師手当、座長の士会謝礼金、文献等の執筆料となり、そこに関わる分だけ講師謝
金として勘定科目を振った。決算報告書は各事業終了後、領収書等の必要書類と一緒に作成していた
だき、事務局に送付をお願いしている。諸謝金一括りだったところを、源泉税の対象となる講師謝金
と対象外の諸謝金、当日運営費に分けている。今後決算報告書作成の際は令和 4 年版をベースに作成
していただきたい。 
広報部より、公式ラインのアカウントを 6 月に開設し、8 月 2 日時点で 492 名の登録。今年度中 1,000
名を目標とする。10 月予定のぴーかんてらす裏表紙にも大々的に掲載。開設以降ホームページのアク
セス数が伸びており、今後更に増やしていきたい。また、理学療法部門責任者の情報集約について、
災害時のアラート発信などもあり、各部長、部門の責任者に一斉メールの要請があり得る。近々地区
連絡網の提出などお願いすることがあると思う。 
庶務部より、新会員管理システムをもとに理事会で会員異動が審議されるが、休会者数が右肩上がり
で入会者数が減少傾向。現在 225 名休会で、理由として女性の妊娠、出産、育児が最も多く、次いで
会費負担や転職、離職。会費負担や勉強会の参加が困難という理由もあり、深く掘り下げ理解できれ
ば。今後、会員数増加できるよう動きたい。ご協力をお願いする。 

- 


